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Advanced

①T0 ～ T5 の式を入力した範囲を囲む。右下
に十字カーソルが現れる。

②十字カーソルを、マウスの左ボタンで下に
引っ張り、3600 秒のところで止める。

③そのまま左ボタンをはなす。

図４　　１時間の温度変化を計算すると、T0 ～ T5 の各層に温度変化が見られる。

図５　　時間を進めるには、ラスト 2行分を囲んで、さらに引っ張ればよい。

図６　　非定常伝熱の計算結果を、定常状態の計算結果と比較する。室内側の表面層の
時定数（定常状態までの温度上昇分の 63.2%に達するまでの経過時間）は約 120 分。
あわせて、定常状態に達するには 10 時間以上かかるという計算結果も得られる。
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